
基礎ドリル［1］敬語の語形

年所属

番号 氏名

月 日

A ［例］にならって、下線部の表現を、尊敬語を使った形に直してください。

［�例�］�お二人は税金の問題に大変詳しい。� 　 お詳しい／詳しくていらっしゃる

［�1�］�あの先生は手がけている領域が幅広い。� 　

［�2�］�先生は猫を飼っているんですね？� 　

［�3�］�書類を確認してくれますか？� 　
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B ［例］にならって、下線部の表現を、謙譲語を使った形に直してください。

［�例�］�今度コンサートに招待します。�  ご招待（いた）します

［�1�］�私が駅まで迎えに行きます。�  

［�2�］�詳細は昨日説明した通りでございます。�  

［�3�］�明日電話してもらえますか？�  

C 以下の文を、「お客様」を尊敬すべき人物であるとみなして、［例］にならって尊敬語・謙譲語・丁寧語などを使い、適切な

言葉遣いに直してください。

［�例�］�「（お客様の）荷物を預かろう。引換証を渡すので、帰るときに出してくれれば荷物を返すよ。」

　　　お荷物をお預かりいたしましょう（いたします）。引換証をお渡しいたしますので、お帰りの際にお出しいただければ（お

荷物を）お返しします。

［�1�］�（お客様に対し）「今日は来てくれてありがとう。これから会場まで私が案内する。気になることがあったら言ってくれ。」

　

［�2�］�「お客様が探しているカバンはどのようなものか？　特徴を言え。」……「分かった。見つかったら連絡するので、連絡先を

言え。電話番号、できれば携帯電話の番号も教えてほしい。」

　

解説は　　　76ページ



基礎ドリル［2］ 仮名遣い・漢字と送り仮名

年所属

番号 氏名

月 日

A 次の語を平仮名で書いてください。

［�1�］�小包

［�3�］�著しい

［�5�］�頷く

［�7�］�通り

［�9�］�若人

［�2�］�お小遣い

［�4�］�間近

［�6�］�縮む

［�8�］�灯台

［�10�］�憤る

C 次の下線部を漢字で書いてください。送り仮名が必要な場合は送り仮名も書いてください。

B 次の下線部の読みを書いてください。

［�1�］�災害の義捐金を募る。

［�3�］�準備を怠らないようにする。

［�5�］�閲覧室で本を読む。

［�7�］�必携の書。

［�9�］�玄関を施錠する。

［�11�］�自分の意見を翻す。

［�13�］�言質をとる。

［�15�］�辞書の凡例を確認する。

［�17�］�風情のある町並みを歩く。

［�19�］�漸次回復に向かう。

［�2�］�任地に赴く。

［�4�］�礎を築く。

［�6�］�隔世の感がある。

［�8�］�雰囲気のよい店。

［�10�］�雪崩の被害。

［�12�］�彼の実力を目の当たりにした。

［�14�］�貸し借りを相殺する。

［�16�］�懸念を抱く。

［�18�］�株価が為替相場に影響する。

［�20�］�安穏に暮らす。

［�1�］�委員をいしょくする。

［�3�］�よくようをつけて読む。

［�5�］�任務をすいこうする。

［�7�］�まぎらわしい書き方をする。

［�9�］�人権をようごする。

［�11�］�いちまつの不安を感じる。

［�13�］�状況をてきかくに判断する。

［�15�］�店がはんじょうする。

［�17�］�あたたかな気候に暮らす。

［�19�］�はなはだ残念なことだ。

［�2�］�会議にはかる。

［�4�］�会員のりょうしょうを得る。

［�6�］�仕事がとどこおる。

［�8�］�きっさてんに行く。

［�10�］�かくごを決める。

［�12�］�ちゅうしんより感謝致します。

［�14�］�じんそくに対応する。

［�16�］�記念式典をもよおす。

［�18�］�子どもをいつくしむ。

［�20�］�委員にすいせんする。
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解説は　　　76ページ


	drill_1_p08_and_p12.pdf
	drill_2_p12.pdf

